
掲載の事業については、中止または日程等を変更することがあります。
また、公民館の諸室の利用について、定員等が制限されることがあります。
市のホームページでご確認いただくか、公民館にお問合せください。

イベントなどの
詳しいお知らせは

こちら

健康講座（全３回）

人人とと暮暮らしらしとと地球地球のの
「健康」「健康」をを考考えるえる講座講座

44月月77日（木）日（木）スタートスタート
毎日を健やかに、心穏やかに暮らしたい…「健康」であることは誰もがもつ素朴な願いです。
この講座では、まず一人ひとりの体の「健康」に焦点をあて、次に暮らしの「健康」を防災
の視点で考えます。さらに、私たちの住む地球の気候変動についても学びます。「健康」をキー
ワードに足元から地球のことまで、広い視点で考えてみませんか。

◆定　員　申込み順 17人
◆申込み　受付中。電話または直接公民館へ

❶ ４月７日（木）
午前10時～正午

今からでも遅くない？～私の健康は私がつくる
春
はるやま

山　文
ふみこ

子氏（実践女子大学名誉教授）
まずは、自分の体の健康から考えましょう。自分の
体を見つめ直し、日常生活でできる健康法を学びます。

❷ ４月14日（木）
午前10時～正午

暮らしの『健康』を防災の視点で考えてみよう
金
きんばら

原　昌
まさこ

子氏（明治安田生命保険相互会社新宿支社　教育・育成課長）
もしもの時に備えることも、私たちの生存のために必要です。災害時に

どう動くか、避難所に行かないという選択「自主避難」について考えます。

❸ ４月21日（木）
午前10時～正午

私たちの地球は『健康』なの？
気候変動について知ろう
桃
ももい

井　貴
たかこ

子氏
（NGO/NPO法人　気候ネットワーク東京事務所）
従来とは違う自然災害が増えています。その理由とは…。
私たちに今できることは何か、を考えてみませんか。

（1）

2022年（令和4年）4月1日
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令
和
４
年
度
成
人
・
高
齢
者

令
和
４
年
度
成
人
・
高
齢
者

学
級
開
設
（
募
集
）

学
級
開
設
（
募
集
）

【
成
人
学
級
】

市
民
の
方
の
自
主
的
な
企
画
・
運
営
と
相
互

学
習
に
よ
る
活
動
を
援
助
し
ま
す
。
承
認
を
得

た
学
級
に
は
予
算
の
範
囲
内
で
講
師
料
・
会
場
・

保
育
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

【
高
齢
者
学
級
】

高
齢
者
の
方
の
自
主
的
な
企
画
・
運
営
と
相

互
学
習
に
よ
る
活
動
を
援
助
し
ま
す
。
承
認
を

得
た
学
級
に
は
予
算
の
範
囲
内
で
講
師
料
・
会

場
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
／�

市
内
在
住
、
在
勤
の
方
８
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ（
高
齢
者
学
級
は
概
ね
60
歳

以
上
）

要
件
／�

①�

令
和
４
年
５
月
か
ら
令
和
５
年
３
月

ま
で
10
回（
20
時
間
）以
上
の
学
習
を

行
な
う
こ
と

　
　
　

②�

学
習
テ
ー
マ
が
社
会
生
活
に
関
す
る

こ
と
や
教
養
を
高
め
る
も
の
で
あ
る

こ
と

　
　
　

③�

１
年
間
の
学
習
計
画
を
立
て
て
い
る

こ
と

　
　
　

④�

政
治
宗
教
活
動
及
び
営
利
を
目
的
と

し
な
い
こ
と

　
　
　

⑤
地
域
文
化
祭
に
参
加
す
る
こ
と

申
込
み
／�

所
定
の
申
請
書
類
に
記
入
し

　
　
　
　

４
月
28
日（
木
）ま
で
に
公
民
館
へ

日本の近現代史を語る時に、戦争ということを避けて通ることはできません。なぜ日本は連続して戦争を
したのでしょうか。
明治時代の日清・日露戦争から、昭和期の満州事変・日中戦争・太平洋戦争までを、その原因と連続性、

当時の指導者の判断がどのようなものであったのかを明らかにし、戦争と平和について考えます。

※令和３年度に中止となった歴史講座（全２回）を（全３回）に拡大して再募集します。

近代日本　戦争の歴史近代日本　戦争の歴史

①５月17日（火）　「日本の近代化と日清・日露戦争」
②５月24日（火）　「満州事変から日中戦争へ」
③５月31日（火）　「三国同盟から世界戦争へ」

歴史講座（全３回）

◆時　間　午前10時～正午
◆定　員　�会場 22 人（多数抽選）4月 19 日（火）ま

でに電話で申込み。
	 ZOOM 30 人（申込み順）メールで申込み　　
　　　　　※�会場は講師と対面で受講。ZOOMは生

配信で受講

◆講　師　山
やまだ
田　朗

あきら
氏（明治大学文学部教授）

講師 プロフィール
1956 年大阪生まれ。東京都立大学大学院（史学）修了。博士（史学）。
東京都立大学助手を経て 1999 年より明治大学文学部教授。日本近現代史・
軍事史を専攻。
著書に『大元帥・昭和天皇』（新日本出版社）、『軍備拡張の近代史』（吉川

弘文館）、『昭和天皇の軍事思想と戦略』（校倉書房）、『日本は過去とどう向
き合ってきたか』（高文研）、『兵士たちの戦場』（岩波書店）、『昭和天皇の戦争』
（岩波書店）、『日本の戦争Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』（新日本出版社）など。

ZOOM 配信で受講希望の方は
メールでお申込みください

①氏名 ②年代 ③電話番号
④お住まいの町名
を記入のうえ、西部公民館あて
送信してください。
mail
seibuk@w2.city.chofu.tokyo.jp

2022年4月1日 （2）

★東部公民館（☎ 03-3309-4505）・北部公民館 （☎ 042-488-2698）	 にもいろいろな講座があります。



公民館運営審議会だより
♦令和４年１月 25日、令和４年調布市公民館運営審議
会第１回定例会が、西部公民館において開催されまし
た。（出席委員８人、傍聴者１人）♦報告事項では、東
部公民館副館長から令和３年 11 月から 12 月分の公民
館使用状況報告がありました。11 月は文化祭の来館者
が昨年度より増加したこと、12 月は新型コロナウイル
ス対策の諸室使用制限が緩和されたことなどから、各
館により多少のばらつきがあるものの、全体としての
利用は増加しているとの説明がありました。♦次に、
各館長から令和３年 11 月から 12 月分の事業報告につ
いて説明がありました。委員からは、スマートフォン
の講習会の定員が少ない理由や参加が叶わなかった方
への対応について、防災講座の今後の実施予定につい
て、講座資料の提供についてなどの質疑応答が行われ
ました。♦次に、東部公民館長から、第 66 回調布市
民文化祭の実施報告があり、参加者数・観覧者数等に
ついて説明がなされました。♦次に、東部公民館副館

長から「令和３年度第４回調布市社会教育委員の会議」
の実施結果について報告がありました。♦次の審議事
項では、公民館利用団体登録（新規）が付議されました。
北部公民館に登録を申請している「フィールドワーク
青天の会」の登録について、全員一致で承認されました。
♦次の協議事項では、令和４年度調布市公民館事業計
画（素案）が協議されました。効果的・効率的な広報
についてや市民企画講座の実施などについて、委員か
ら意見、要望が出された後、全員一致で了承されまし
た。この事業計画（素案）は、今後の教育委員会での
審議を経て、正式決定される運びとなります。♦最後に、
その他として令和４年度公民館運営審議会開催予定に
ついて、第 58回東京都公民館研究大会について、東部
地域文化祭のYouTube（ユーチューブ）配信について
資料に沿って説明がありました。♦次回の公民館運営
審議会は、令和４年４月 19日午後２時から北部公民館
で開催されます。　　　　　　　　　　　（稲留　昌利）

地
域
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り
や
学
び
を

大
切
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
サ
ー
ク
ル
活

動
の
支
援
や
主
催
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

主
催
事
業

●�

社
会
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
特
別
講

演
会
･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
。

●�

専
門
家
か
ら
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
文
学

･
歴
史
･
音
楽
・
美
術
・
国
際
理
解
・
環

境
講
座
。

●�

暮
ら
し
に
役
立
つ
福
祉・健
康
･
防
災
講
座
。

●�

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
を
提
供
す
る

体
験
教
室
。

●�

人
生
百
年
時
代
に
む
け
て
楽
し
く
学
ぶ
シ

ニ
ア
講
座
で
は
、
歴
史
や
地
域
の
文
化
、

健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●�

家
庭
教
育
講
座
は
子
ど
も
に
関
わ
る
大
人

の
た
め
の
学
び
を
提
供
し
、
青
少
年
対
象

の
講
座
で
は
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
伸

ば
す
楽
し
い
内
容
で
行
い
ま
す
。

●�

平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
感
動
の
ひ
と
と
き
を
。

各
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
報
や
公
民

館
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随

時
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

環
境
へ
の
配
慮

子
ど
も
や
孫
に
き
れ
い
で
住
み
や
す
い
地
球
を
残

し
た
い
、
そ
う
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し

か
し
、
生
活
の
中
で
は
安
さ
や
便
利
さ
を
優
先
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
不
便
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

西
部
公
民
館
で
は
、
昨
年
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
廃
棄

量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

調
布
市
は
、「
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
マ
ー
ト

ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
海
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
問
題

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
と
共
同

で「
調
布
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

当
館
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
廃
棄
量
の
削
減
を
通
し
て

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
職
員
や
関
係
す
る

方
々
が
人
、
社
会
、
地
域
、
環
境
に
や
さ
し
い
エ
シ
カ
ル

消
費
に
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
目
標
12
「
つ

く
る
責
任　
つ
か
う
責
任
」
や
目
標
14
「
海
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う
」
な
ど
の
ゴ
ー
ル
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
も

の
で
す
。「
過
ち
を
改
め
ざ
る
こ
れ
を
過
ち
と
い
う
」
…

疑
問
を
持
っ
た
今
が
行
動
を
起
こ
す
と
き
で
す
。
不
便

で
あ
っ
て
も
環
境
に
優
し
い
生
活
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
未
来
に
住
み
や
す
い
地
球
を
残
し
て
い
く
た
め
に
！

集
い
学
び
結
ぶ
… 

令
和
４
年
度
の
西
部
公
民
館
は
…

エシカル
消費とは

人、社会、地域、環
境などに配慮した消費
行動のこと。例えば、
マイバッグ、マイボトル
持参、地産地消、被
災地支援品やフェアト
レード品の購入、買い
だめ買い占めをしない
など、さまざまな行動
が含まれます。

（3） 西部公民館だより

★東部公民館（☎ 03-3309-4505）・北部公民館 （☎ 042-488-2698）	 にもいろいろな講座があります。



ロビー展示

　
６
月
分
の
施
設
使
用
の
申
し
込
み
は
、
密
集

を
避
け
る
た
め
、
申
請
書
の
郵
送
な
ど
に
よ
る

事
前
提
出
の
方
法
に
変
更
し
ま
す
。
申
請
手
順

と
申
請
書
は
、
事
前
に
各
サ
ー
ク
ル
に
送
付
し

ま
す
。
新
規
申
込
団
体
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
午
前
・
午
後
区
分
は
４
月
６
日

（
水
）
午
前
９
時
到
着
分
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

◆
夜
間
区
分
は
、
４
月
６
日（
水
）午
後
６
時

30
分
到
着
分
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

◆
使
用
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
職
員
が
抽
選

を
行
い
、
利
用
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

あ
／
と
／
が
／
き

　　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
沈
丁
花
、
モ
ク
レ
ン
、
オ
リ
ー

ブ
。
公
民
館
の
庭
に
４
本
の
苗
木
、
昨
年
度
５
年

間
の
活
動
を
終
え
た
学
級
生
さ
ん
か
ら
卒
業
記
念

と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
四
季
折
々

に
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

公
民
館
を
大
切
に
思
っ
て
く
だ
さ
る
お
気
持
ち
に

感
謝
し
な
が
ら
、
木
の
成
長
を
大
切
に
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

E.O

６
月
分
の
施
設
申
請
受
付

お子さんにスマホを買ったけど、ちょっぴり不安な方、
これから買おうかと迷っている方も、いっしょに考えませんか。

スマホを持つ子どもを
ネット世界の危険から守ろう

家庭教育講座

５５月月77日（土）午前10時〜正午日（土）午前10時〜正午
調布市消費生活相談員の鈴木伸子さんにお話をうかがいます。実際に寄せられている相談事例などを

もとに、主に小中学生のお子さんがどのようなことに注意したらいいか考えます。大人にとっても大事
なお話です。
・オンラインゲームの危険　・メール送受信の間違ったマナー　・不当な請求が来たら…
・ネットショッピングのトラブル　・ネット詐欺　・ネットを使う時のルールをどう決めたらいいか
などを学びます。

◆定　員　申込み順 20人　　◆対　象　小中学生の保護者
◆申込み　４月６日（水）午前 10時から受け付け

「「美美
み ら くみ ら く
楽楽のの味味

み ら くみ ら く
楽楽展」展」

４４月月1414 日（木）〜日（木）〜５５月月５５日（木・祝）日（木・祝）
午前９時〜午後９時 30 分午前９時〜午後９時 30 分（月曜休館）（月曜休館）
水彩画サークル美楽の静物画作品展です。
今年度のテーマは「食べ物」。美味しいものをおいしそうに描

くように頑張りました。みなさまのご来館をお待ちしています。

会員募集中！会員募集中！
見学・体験歓迎です見学・体験歓迎です

◆活動日
　第２・第４水曜日
　午後１時 30分～
　　　３時 30分

春です！

いちご大いちご大福福をを作ってみませんか作ってみませんか？？
西部公民館の料理サークルの講師粟谷道代先生に、とって

も簡単な「いちご大福」のレシピを教えていただきました。

①�いちごのへたをとり、あん大さ
じ1～2で包む。
②�耐熱ボウルに白玉粉、餅粉、
砂糖、水を入れて混ぜ、ふん
わりラップして電子レンジに3
分、取り出して混ぜ、再びレン
ジで3分加熱する。
③�取り出して、全体が半透明に
なるまでしっかり混ぜる。
④�バットに片栗粉をふり餅を転
がす。8等分にして丸く伸ばし、
①のあんを包む。

材料（８個分）
白玉粉：120g
餅　粉：40g
砂　糖：40g
　　水：200ml　
こしあん：�200 ～

300g
いちご：8個
片栗粉：適量

（4）2022年4月1日


